
17 - 11
10 - 12
24 - 13

Ｃ 16 - 21
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 1 3 11 14 19 2 2 6 8 2 0 5 1
9 * 1 2 1 2 0 0 3 0 0 0 1 0 1 0
13 * 0 0 2 6 0 0 3 4 6 10 3 0 0 0
18 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
30 * 1 6 6 12 2 2 2 2 2 4 5 4 4 0
35 * 2 4 4 9 4 6 3 5 10 15 4 3 1 0
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
45 0 0 0 1 3 1 2 1 1 0 1 2 1 2 0
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
0 0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
4 13 17 43 21 29 15 14 24 38 18 8 13 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 3 1 3 1 2 4 1 5 6 5 6 5 0
15 * 0 0 1 6 0 1 5 2 1 3 5 2 0 0
19 0 0 0 2 2 0 0 3 2 0 2 1 1 0 0
21 * 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
23 0 1 3 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
29 * 0 6 8 14 2 4 2 2 3 5 3 1 1 0
30 * 1 3 5 12 2 2 2 0 1 1 0 2 1 0
34 0 0 1 2 2 0 0 1 1 3 4 2 0 0 0
46 0 0 0 2 4 0 0 0 1 2 3 0 0 2 0
54 0 0 0 0 4 0 0 5 1 4 5 1 1 3 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 16 23 50 5 9 24 10 20 30 17 13 12 0

67 57

敗チーム

天理大学

尾澤　利隆(関西学連)

開始時間 15:30
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト

男子 準決勝 勝チーム

試 合 日 2017.05.04
大阪学院大学

試合ＮＯ 60
戦評
【総括】
第44回関西学生バスケットボール選手権大会6日目の今日は、会場もどこか緊迫した空気が漂い、また熱狂したベ
ンチや観客席の声援に包まれた中行われた最終戦、初戦からの勢いを落とすことなく勝ち進んできた大阪学院大学
と、前日の対関西学院大学戦で、後半見事に追い上げ、逆転に成功した天理大学との対戦カードとなった。前日の
試合でチームトップの得点、シュート率の大院大#8吉井はこの日も前半からリバウンドやポストポジションに絡み、果
敢に攻める。チームディフェンスにおいても、一人一人の一線の堅実なディフェンスで相手を苦しめた。一方の天理
大は#23山崎や#29榎本のドライブや #15黄、#54倉富のハンドオフからの攻めなどでオフェンスを発展させ、またディ
フェンスでは要所でゾーンディフェンスに切り替え大院大のリズムを断ち切り、自らのペースに持ち込むなどの戦術面
も垣間見えた。前半はどちらもすんなりと得点するような場面は多くはなく、拮抗した展開が続いたためどちらもオフェ
ンス、ディフェンスで苦しむ様子がうかがえた。しかし、第3ピリオドで大院大のオフェンスのテンポが上がり、また天理
大もそれに対応するようにお互い激しい攻防、そしてルーズボールやパスカットなどを試み、大院大は前半のリードを
そのままに、天理大は追いつき、追い越そうと双方の闘志がプレイに現れた。第4ピリオドで天理大は再びゾーンディ
フェンスを仕掛け、幾度かターンオーバーを奪い、ドライブインへの合わせなどで流れ良く攻防を続け逆転を試み
た。しかし大院大も速攻や外のシュートなどを着々と決め最後まで主導権を譲らず、勝利を手にした。
【第1ピリオド】
先制点を挙げたのは大院大#9雲井。3Pシュートを決めその後#8吉井もフリースローをもらった。しかしその後試合
開始4分経過までは両チームとも得点は決まらず、均衡した状態が続いた。ディフェンス面において、天理大は前日リ
バウンドを11本取っている#15黄が着実にリバウンドを稼ぐ。一方大院大#35吉川は、その長いリーチを活かした強力
なプレッシャーディフェンスで相手を苦しめる。ピリオドが半分を過ぎたころ、天理大にも良い流れが生まれ、#29榎本
の打点の高いジャンプショットや、#23山崎の切り替えし鋭いドライブなどで点を重ねるも、終盤にはパスミスやハンドリ
ングミスなどにより天理大のターンオーバーがあり、大院大のリードで終わった。
【第2ピリオド】
開始直後から、天理大#15黄や大院大#13山中らセンター同士のポジション取りやリバウンドで熾烈な争いが見られ
た。天理大は要所でゾーンディフェンスに切り替え、ペイントエリア内の守りを固めるも、大院大の速いパス展開から
のドライブインへの対処でファウルを許してしまい少しずつ点を重ねられる。それでも主導権を譲るわけにはいかない
天理大は、#54倉富を起点とするプレイや、#3藤澤の根気強いルーズボールなど必死に食らいついて着実に点を決
め、残り2分で同点とする。しかし終盤でターンオーバーが続いて起こり、大院大が4点をリードして前半を終えた。
【第3ピリオド】
後半開始後は前半とは異なり大院大のオフェンスのリズムが良く、大院大#35吉川が巧みにフロアをコントロールし
ていた。序盤の流れは渡したものの後半は天理大に流れが傾き、アーリーオフェンスで#29榎本のドライブインや、
ターンオーバーから#23山崎が3Pシュートを決め、劣らぬチームディフェンスを続ける。後半に入り、お互いの攻撃も
整い、かつテンポが上がったにもかかわらずどちらも食い下がる厳しい攻防が続いた。しかし天理大はファウルを重
ねてしまい、フリースローのチャンスや、シュートを決めきれず、点差が広がり大院大が15点リードで第3ピリオドを終え
た。
【第4ピリオド】
開始直後はどちらもプレッシャー負けやミスなどで不本意な失点が続くこともあったが、天理大は速攻やアーリーオ
フェンスなど、またセンターとのコンビネーションプレイなどで徐々に点差を詰めていく。天理大は再びゾーンディフェ
ンスに切り替えると、大院大のリズムが少し落ち、その隙に天理大#30梶井の3Pシュートなどで一気に差を縮めたいと
ころであった。しかし残りの時間が徐々に縮まり、終盤でもなお勢い劣らぬ大院大のディフェンスを打ち崩すことがで
きず、大院大は最後までリードを譲らず、勝敗が決した。

主審

関西学生バスケットボール連盟

大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

戦評冨島　健司 副審 高野　晃平

記録

山中 将輝 4 40
吉岡 信友 0 4

BS MIN

吉井 裕鷹 20 37
雲井 峻平 5 18

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

都築 寛太 0 3
藤井 成悟 3 24

木下 誠 17 37
吉川 拓巳 18 37

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
Team / Coach: 行広　伸太郎

0 - -
0 - -

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 67 200
RATE 30.8% 39.5% 72.4%

黄 杲路 2 31
関 強威 4 5

ST BS MIN

藤澤 尚之 3 31

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

榎本 一輝 18 40
梶井 涼矢 15 36

コブザレンコ アーサー 0 4
山崎 翔梧 7 10

倉富 チアゴ 0 19
川真田 紘也 0 1

谷本 真琴 4 10
森山 翔太 4 10

平成29年度関西学生バスケットボール選手権大会

RATE 12.5% 46.0% 55.6%

Team / Coach: 間宮　敬止 -
合　　　計 57 200

鎌迫 諒太 0 1
0 - -

北條 伶茉 0 1
高松 秀太郎 0 1


